
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

1.定員             先着４０名 

2.申込み方法       下記の受講申込書をダウンロードいただき、お申し込み下さい。 

☜ クリックください 

3.受講料（消費税込）    一般:5,000 円   賛助会員 :無料（1事業所1名） 

4.支払い方法        請求書がお手元に到着次第、指定の口座にお振り込みください。 
(振込み手数料はご負担願います。）お支払期日は原則として、開催日の前日までです。 

5.キャンセルについて     キャンセルは実施(前日起算)7 日前までです。それ以降のキャンセルについては、理由の如何を
問わず受講料はご請求いたします。また受講料入金後のキャンセルも実施(前日起算)7 日前まで
です。それ以降のキャンセルによる返金はできませんのでご了承ください。 

可能な限り代理の方の出席をご検討ください。 

6.申込み／問合せ先      一般財団法人 省エネルギーセンター 人材育成推進部 講座係  

〒108-0023 東京都港区芝浦2-11-5 五十嵐ビルディング 
TEL:03-5439-9774    E-mail:teceduc@eccj.or.jp（※3、4は、一般申込の方へのご案内となります。） 

―受講対象者(目安)― 
エネルギー管理者(員)､省エ
ネ管理・実務担当者 

日時：平成３０年７月１１日 （水） １５：３０～１７：３０ 

場所：省エネルギーセンター 会議室  交流会 １７:３０～１８：１５ 

 
アクセス：東京都港区芝浦2-11-5  ※受講者には別途案内地図を送ります 

省エネ法の判断基準の一部改正が3月30日に公示されました。事業者が省エネのＰＤＣＡを着実に実行するための措置で

すが、省エネ実施の「Check」と「Ａct」の客観性を高めるための手法として「内部監査」というキーワードが織り込まれ

ました。本講座では、今回の判断基準改正の経緯・趣旨、基準部分について概要解説を行います。さらに「内部監査」に

ついては、監査実施のための手法と事例、導入に当たっての現場の生の声を含めてご紹介しますので、今後の事業所での

「判断基準（取り組み方針）の遵守状況の確認」のための参考としてお役立て下さい。これらアプローチは、社内の総合

的エネルギー管理に展開できる手法でもあります。 
 

特別企画技術講座（賛助会員参加無料） 

カ リ キ ュ ラ ム 

受講対象者（目安） 

 

 

判判断断基基準準解解説説とと  
「「内内部部監監査査」」活活用用ののエエネネルルギギーー管管理理  

受講申込書 

 テーマ 時間 講師 内容 

1 開催にあたって 15:30-15:40 省エネルギーセンター常務理事 谷口裕一 開催の主旨 

2 判断基準改正概要 15:40-16:10 
省エネルギーセンター 省エネ技術総括部マネージャー 
丹羽悦夫 

判断基準改正の経緯、趣旨と各項目の概要 

3 
ISO50001を活用したエネル
ギー管理と内部監査手法 

16:10-16:40 
省エネルギーセンター エネルギーマネージメントシステム
審査員評価登録センター所長 山田富美夫 

PDCA サイクルに基づくエネルギー管理と監査の
進め方解説 

4 内部監査実施事例 16:50-17:30 
ダイキン工業㈱ 空調生産本部  
光永健一氏 

内部監査等を活用したエネルギー管理の実施手
順、体制、留意点、効果 

5 質疑応答 交流会 17:30-18:15 質疑応答(10分)  情報・意見交換・相談 交流会 

 
 

受 講 要 領

＊ ダイキン工業株式会社 空調生産本部 企画部 光永健一氏  

ISO14001審査員、第三種電気主任技術者/ 入社後、業務用エアコン製造部生産技術課に従事、1993年環境 ISO を認証。以来環境マネジメントに携わり、2014 

年滋賀製作所でエネルギーマネージメンシステム（ISO50001）認証取得。社内エネルギー運営事務局を担当。現在、環境・エネルギーマネージメント企画・運 

営・内部監査事務局専任。内部監査の第一人者として活躍。 

＊ 省エネルギーセンター 省エネ技術総括部 マネージャー 丹羽悦夫  

2012年から判断基準、電気需要平準化指針及び定期報告書分析等省エネ法関連業務に従事。「H25年度改正 省エネ法の解説(工場・事務所・事業所編」を執筆(共著)。 
 
＊ 省エネルギーセンター エネルギーマネージメントシステム審査員評価登録センター所長 山田富美夫  

2011～2015年に ISO50001に係わる省エネ法改正や導入課題検討のための経済産業省委託調査事業に従事。また、EnMS審査員の認定業務及び普及拡大ため 
の講演活動に従事。現在ISO 50001の規格開発における国内審議委員会委員及び工業規格JISQ50001改正の原案検討作成分科会委員。 

講 師 紹 介

 

https://www.eccj.or.jp/education/tech/pdf/kan/180711.zip

